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壊を準備する概念であることが指摘されている。「第七章 美しき、魅力ある誤り j においては、シェリングが神話
を「美しい、魅力ある誤り j としつつも、そのなかに、太古の人類が経験した存在の根源的な力と遭遇した記録、詩
と哲学と言語の源であることを認めているのだが、これは近代的理性が見失った根源的なその「他者j を取り戻そう
とする努力であることが示されている。「結論 未完の体系」では、シェリングがその初期から、世界存在全体とそ
の根拠への知の未完の意識をロマン主義と共有しているが、根底に非同一的原理を置いていることから、その体系は
未完のままにとどまらざるをえないものとなること、彼が歴史における神の不在を知りつつも、それにもかかわらず
存在の意味を立てなおそうとする苦闘と懐疑の遍歴を経ざるをえなかったことが明らかにされている。
論文審査の結果の要旨
本論文はシェリングの錯綜する思想、展開のなかに、神話論という切り口から、一貫した彼の問題意識と狙いを読み
取り、統一的に解釈したものである。しかもこの神話論は単なるロマンティクな夢物語なのではない。理性の他者を
軽視する近代啓蒙主義の考える自然や科学技術の対象としての機械論的な死せる自然ではなく、この世の悪をも生み
出すような戦傑すべき自然を語るものとしての神話論なのである。
個別的な解釈について見れば、従来の解釈に対する本論文の第一の特徴は、「新しい神話」の概念、が単に哲学的概
念を大衆に分かり易く説明するために詩的表現を用いた哲学の感性化に過ぎないという解釈に対して、概念的論理性
を規範とする抽象的な近代哲学に対抗する、哲学的思索と詩的契機が融合した新しい知のパラダイムの提示であるこ
と、近代的な自律的自我と対象的自然との対立の根源にある、自然と精神がまだ分裂していない神話的時代の意義の
読解と再生の試みであることを、シェリングの論考の中から丹念に掘り起こし論証していることである。第二の特徴
は、後期の一見時代錯誤的とも見える神話的な宇宙生成論が、ヘーゲ、ルの汎論理主義に対抗して、生の非合理性、偶
然性や悪の起源を説明するためのものであること、キリスト教をも相対化するものであることを指摘し、結局宇宙の
否定的原理を強調している点である。もちろんこのことはシェリングが神の不在に絶えず悩まされていたことでもあ
る。第三の特徴は、後期では芸術は宗教に席を譲ったと一般に解釈されているのに対し、原初のものとして設定され
ている太古のカオスを語ることのできるのはまさに詩的言語でもありうること、即ち詩と哲学と神話との親和性が指
摘できることを詳しく論証している点である。
筆者は、形而上学の再生が同時に形而上学の崩壊をも指示するような際どいシェリングの神話論を、東西の文献を
博捜しつつ、また未公刊の資料をも参照しつつ新たに解釈し直し、斯界に一石を投じたのである。しかし、シェリン
グの世界の根本と起源とをきわめんとする強し、思いが神話的「願望」となって彼の哲学を規定しているという筆者の
指摘もあるが、そうだとすると、彼の考える新しい神話が単に空想に過ぎないのではないのか、願望と実在性のすり
かえではないのかという疑念を読者に抱かせる。それともこれは、ンェリングの願望にとどまらず、本論文の筆者の願
望なのだろうか。この重要な点についての筆者の見解を述べておいて欲しいところである。また論文作成上の問題と
して、注の記載についてかなり不整合が見られるところが問題であろう。しかし、本論文の価値はこれによって減じ
られるものではない。よって、本論文を博士(文学)にふさわしいものと認定する。
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